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平成１６年３月期平成１６年３月期

第１四半期業績第１四半期業績

エーザイ株式会社エーザイ株式会社
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第１四半期連結業績第１四半期連結業績
予定通りのスタート予定通りのスタート

107107　　　　937937　　872872　　売上総利益売上総利益

110110　　123123　　112112　　当期純利益当期純利益

110110　　42.342.3　　38.338.3　　ＥＰＳ（円）ＥＰＳ（円）

107107　　196196　　183183　　経常利益経常利益

100100　　191191　　190190　　営業利益営業利益

577577　　
169169　　

230230　　
1,1661,166　　

20032003年度　年度　
第第11四半期　四半期　

　販売管理費　販売管理費

　研究開発費　研究開発費

　売上原価　売上原価

売上高売上高

106106　　547547　　
125125　　135135　　

8282　　280280　　
101101　　1,1521,152　　

前年前年

同期比同期比

20022002年度　年度　

第第11四半期　四半期　

（億円、％）
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第１四半期個別業績第１四半期個別業績

103103　　　　557557　　539539　　売上総利益売上総利益

108108　　123123　　114114　　当期純利益当期純利益

103103　　196196　　191191　　経常利益経常利益

9494　　191191　　203203　　営業利益営業利益

206206　　
160160　　

208208　　
765765　　

20032003年度　年度　
第第11四半期　四半期　

　販売管理費　販売管理費

　研究開発費　研究開発費

　売上原価　売上原価

売上高売上高

9999　　208208　　
125125　　129129　　

9191　　229229　　
100100　　768768　　

前年前年

同期比同期比

20022002年度　年度　

第第11四半期　四半期　

（億円、％）
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所在地別売上高所在地別売上高

前同比前同比％％
20032003年度年度
第第11四半期四半期

％％
20022002年度年度

第第11四半期四半期

100.0　100.0　

45.445.4　　

1.91.9　　

7.37.3　　

36.236.2　　

54.654.6　　

1,166　1,166　

529529　　

2222　　

8585　　

423423　　

637637　　

101101　　100.0100.0　　1,1521,152　　合　計合　計

海　外海　外

ｱｼﾞｱ他ｱｼﾞｱ他

欧　州欧　州

北　米北　米

日　本日　本

109109　　42.042.0　　484484　　

9393　　2.02.0　　2323　　

123123　　6.06.0　　6969　　

108108　　34.034.0　　391391　　

9595　　58.058.0　　668668　　

（億円、％）

＊ 売上高は外部顧客に対するものである。
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所在地別営業利益所在地別営業利益
（ロイヤルティ控除前）（ロイヤルティ控除前）

（億円、％）

9999　　100.0100.0　　224224　　100.0100.0　　226226　　小　計小　計

△△ 3333　　△△ 3636　　消去･全社消去･全社

34.434.4　　

2.02.0　　

3.23.2　　

29.229.2　　

65.665.6　　

％％

191191　　

7777　　

55　　

77　　

6565　　

147147　　

20032003年度年度
第第11四半期四半期

100100　　190190　　合　計合　計

海　外海　外

ｱｼﾞｱ他ｱｼﾞｱ他

欧　州欧　州

北　米北　米

日　本日　本

126126　　27.027.0　　6161　　

7272　　2.82.8　　66　　

8787　　3.63.6　　88　　

140140　　20.720.7　　4747　　

8989　　73.073.0　　165165　　

前同比前同比％％
20022002年度年度
第第11四半期四半期
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Ｅｉｓａｉ　Ｉｎｃ．Ｅｉｓａｉ　Ｉｎｃ．の実績の実績
（百万＄、％）

営業利益率営業利益率**

営業利益営業利益**

売上高売上高

139139162162116116ア リ セ プ トア リ セ プ ト

14.714.712.012.0

13913953533838

100100191191190190アシフェックスアシフェックス

113113358358316316

前年前年
同期比同期比

20032003年度年度

第１四半期第１四半期

20022002年度年度

第１四半期第１四半期

（*ロイヤルティ控除前）
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グローバルグローバル化の進展化の進展
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日米において市場の伸びを上回る成長日米において市場の伸びを上回る成長
医療用医薬品の２大市場医療用医薬品の２大市場

117111米国

104103日本

市場 エーザイ

出所）ＩＭＳ
注）米国の前年比は2003年3-5月のIMS実績
　　日本のエーザイ前年比はコ・プロモーション品の売上高を含む前年比
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アリセプトアリセプト
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アリセプト　エリア別実績アリセプト　エリア別実績
（億円、％）

325325

（（128128））

66

5858

191191

7070

2003 12003 1QQ

254254合計合計

（前年比）（前年比）

77アジアアジア

4646欧州欧州

148148米国米国

5454日本日本

2002 12002 1QQ
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アリセプト　脳血管性痴呆アリセプト　脳血管性痴呆

◆米国：７月３日非承認通知の受領◆米国：７月３日非承認通知の受領

当局と引き続き協議中当局と引き続き協議中

◆欧州：相互認証制度により　　　　　　　　◆欧州：相互認証制度により　　　　　　　　

　　　　　　　　 ２００２年１０月申請２００２年１０月申請

◆日本：臨床試験準備中◆日本：臨床試験準備中
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米国アリセプトのビジネス展望米国アリセプトのビジネス展望

◆　第１四半期の売上高前年比１３９％で◆　第１四半期の売上高前年比１３９％で

　　　好調に推移　　　好調に推移

◆　◆　ＡＤＡＤマーケット・トップのシェア・オブ・ボイス　　マーケット・トップのシェア・オブ・ボイス　　

　　　を堅持　　　を堅持

◆　ＡＤマーケットの総処方箋枚数（第◆　ＡＤマーケットの総処方箋枚数（第11四半期）四半期）

　　　は、前年比１０９％で推移（　　　は、前年比１０９％で推移（Scott LevinScott Levin））
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米国アリセプトＡＤ市場の深耕米国アリセプトＡＤ市場の深耕
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＜2002年度＞

　総患者数 3,400千人

　薬剤治療患者数 1,600千人

　構成比 　 47%

億円

2002年度
実績

2003年度
見通

2006年度
見通

•ＤＴＣによるさらなる啓発
•ＭＲ増員によるＳＯＶの拡大
•速崩錠の追加

•ＤＴＣによるさらなる啓発
•ＭＲ増員によるＳＯＶの拡大
•速崩錠の追加

軽度～中等度ＡＤ患者様

啓発の一層の促進
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アリセプト　ライフサイクルマネジメント

2004 2005 2006 2007 -2003 （年度）

日本 脳血管性痴呆
開発計画策定中

速崩錠
2003.03

重度ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ
2005

米国
速崩錠、液剤

2003

重度ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ
2005
片頭痛予防

2005 脳血管性痴呆の適応に
ついては当局と協議中

脳血管性痴呆
2002.09

欧州

脳血管性痴呆
2002.10

速崩錠、液剤
2003

重度ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ
2005
ﾊﾟｰｷﾝｿﾝ痴呆

2005
片頭痛予防

2005

申請（予定）時期を示す
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アリセプト地域別売上高見通しアリセプト地域別売上高見通し
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320

189

230

0 500 1,000 1,500 2,000

２００６年度

２００３年度

２００２年度

日本 米国 海外（その他）

1,153億円
（120％）

１,２８０億円
（１１０％）

１,８００億円

（億円）

見通し

見通し
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‘‘AgiletAgilet’’ （（パーキンソン病治療剤）パーキンソン病治療剤）

成分名：ラサジリン成分名：ラサジリン

製品概要：製品概要：

‒‒ パーキンソン病治療剤パーキンソン病治療剤

‒‒ MAOMAO--BB阻害作用阻害作用

米国で申請準備中米国で申請準備中 （２００３年度第２四半期（２００３年度第２四半期））

テバ社承認取得後米国でコ･プロモーションテバ社承認取得後米国でコ･プロモーション

アルツハイマー病の適応追加を共同研究アルツハイマー病の適応追加を共同研究
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パリエット／アシフェックスパリエット／アシフェックス



18

パリエット／アシフェックスパリエット／アシフェックス
エリア別実績エリア別実績

（億円、％）

263263

（（9595））

276276合計合計

（前年比）（前年比）

3333アジアアジア

16161515欧州欧州

226226241241米国米国

17171616日本日本

2003 12003 1QQ2002 12002 1QQ
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国内パリエットの急進拡大国内パリエットの急進拡大
－－ 20032003年年77月月1717日　逆流性食道炎維持療法用法追加日　逆流性食道炎維持療法用法追加－－
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億円

H2RAからPPIへの処方シフト
（金額シェア）

　　　　　　　　H2RA　　PPI
2002年度　 70%  :  30%
2003年度　 60%  :  40%

2006年度　 35%  :  65%

注）グラフ中のカッコ内シェアはPPI+H2RA市場でのシェアを示す。

600億円
（ｼｪｱ27%）

58億円
（ｼｪｱ3.4%）

１８０億円
（ｼｪｱ9.2%）
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米国アシフェックスは引き続き成長傾向米国アシフェックスは引き続き成長傾向

◆◆　第１四半期の前年比１００％　第１四半期の前年比１００％

　　ー　２００２年度第４四半期に価格改定前の　　ー　２００２年度第４四半期に価格改定前の
　　　　　　　　 需要増があった需要増があった

◆　２００３年１－６月の成長率は１１５％◆　２００３年１－６月の成長率は１１５％

◆　受注パターンは５月中旬以降に回復し、２００３年　◆　受注パターンは５月中旬以降に回復し、２００３年　
　　　　 度では＄１，０６０百万（前年比度では＄１，０６０百万（前年比125125％）を達成する％）を達成する

◆　ブランドＰＰＩ（◆　ブランドＰＰＩ（PrilosecPrilosec除く）の総処方箋枚数除く）の総処方箋枚数

　　（１－６月）は前年比１２１％の２桁成長　　（１－６月）は前年比１２１％の２桁成長

◆　◆　アシフェックスの５月のシェア・オブ・ボイスは、パートアシフェックスの５月のシェア・オブ・ボイスは、パート
　　　　 ナーも含めて過去６ヶ月平均から４０％上昇ナーも含めて過去６ヶ月平均から４０％上昇
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5500

6000
ブランド品計(右目盛）

ジェネリック（左目盛）

Prilosec（左目盛）

米国におけるブランド米国におけるブランドPPIPPIｓのｓの処方箋伸び率処方箋伸び率
ーー ジェネリック発売（ジェネリック発売（1212月）後の総処方箋推移－月）後の総処方箋推移－

PrilosecPrilosecの前年比２７％の前年比２７％

（１－６月比較）（１－６月比較）

（千枚）（千枚）

１２８％ １２４％

１２６％

１２２％ １１８％
１１８％ １２２％

＊ブランド品計：Prilosecを除く先発PPIs計（棒グラフ上の数値：ブランド品の前年同月比）
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パリエットパリエット//アシフェックス地域別売上高見通しアシフェックス地域別売上高見通し
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１,４９０億円
（１２７％）

２,２００億円

（億円）

見通し

見通し
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研究開発の状況研究開発の状況
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マクサルトマクサルト®®（片頭痛治療剤）（片頭痛治療剤）

成分名：安息香酸リザトリプタン成分名：安息香酸リザトリプタン

承認日：７月１７日承認日：７月１７日

発売元：エーザイ発売元：エーザイ
（１ブランド・１チャネル・単独プロモーション）（１ブランド・１チャネル・単独プロモーション）

輸入販売元：杏林製薬輸入販売元：杏林製薬

製品概要：製品概要：
‒‒ マクサルト錠１０ｍｇマクサルト錠１０ｍｇ
マクサルトマクサルトRPDRPD錠１０ｍｇ　錠１０ｍｇ　((口腔内速崩錠口腔内速崩錠))

‒‒ 強力な強力な55--HTHT1B/1D1B/1D受容体アゴニスト作用受容体アゴニスト作用

‒‒ 優れた頭痛改善と消失優れた頭痛改善と消失
改善率７０．８％、消失率４２．２％（投与２時間後）改善率７０．８％、消失率４２．２％（投与２時間後）
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グローバル開発品の進展グローバル開発品の進展
Ｅ５５６４　Ｅ５５６４　エンドトキシン拮抗剤　敗血症、エンドトキシン拮抗剤　敗血症、CABGCABG

–– 敗血症における２敗血症における２ndndステージのステージの投与投与継続中継続中

–– ＣＡＢＧ（ＣＡＢＧ（冠動脈バイパス形成術の予後改善）の投与継続中冠動脈バイパス形成術の予後改善）の投与継続中
米国に加え欧州での臨床試験を開始予定米国に加え欧州での臨床試験を開始予定

–– ２００７年度申請予定２００７年度申請予定

Ｅ２００７　Ｅ２００７　経口経口AMPAAMPA受容体拮抗剤　多発性硬化症、パーキンソン病受容体拮抗剤　多発性硬化症、パーキンソン病
てんかんてんかん

–– パーキンソン病、てんかん、多発性硬化症パーキンソン病、てんかん、多発性硬化症のフェーズⅡのフェーズⅡaa（（欧州）欧州）
投与継続中、２００３年度第３四半期に終了予定投与継続中、２００３年度第３四半期に終了予定

–– ２００３年度中にフェーズⅡｂの開始予定２００３年度中にフェーズⅡｂの開始予定

–– ２００６年度申請予定２００６年度申請予定

Ｅ５５５５　Ｅ５５５５　経口トロンビン受容体拮抗剤　急性冠症候群経口トロンビン受容体拮抗剤　急性冠症候群

―― 米国にて５月にフェーズⅠ試験開始米国にて５月にフェーズⅠ試験開始

―― ２０１０年度申請予定２０１０年度申請予定

Ｅ２０７０Ｅ２０７０　　神経選択的ナトリウムチャネルブロッカー神経選択的ナトリウムチャネルブロッカー　　神経性疼痛神経性疼痛

–– 英国にて７月にフェーズⅠ試験開始英国にて７月にフェーズⅠ試験開始
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抗がん剤取り揃えの充実抗がん剤取り揃えの充実
Ｅ７０７０Ｅ７０７０（細胞周期（細胞周期GG11期阻害剤、注射剤、２００６年度申請予定）期阻害剤、注射剤、２００６年度申請予定）

–– 乳がんおよび大腸がんの併用試験において乳がんおよび大腸がんの併用試験において投与開始投与開始

–– 乳がんの単剤フェーズⅡ乳がんの単剤フェーズⅡbb試験の開始予定試験の開始予定

Ｅ７３８９Ｅ７３８９（新規チューブリン重合阻害剤、注射剤、２００６年度申請予定）（新規チューブリン重合阻害剤、注射剤、２００６年度申請予定）

–– 米国米国NCINCIによるフェーズⅠは順調に進行中によるフェーズⅠは順調に進行中

–– ３月にエーザイの米国３月にエーザイの米国INDIND申請を行い、第２四半期にフェーズⅠを申請を行い、第２四半期にフェーズⅠを
開始予定開始予定

Ｅ７８２０Ｅ７８２０（インテグリン（インテグリンα２α２阻害による血管新生抑制剤、経口剤、阻害による血管新生抑制剤、経口剤、
　　　　　　　　　２０１０年度申請予定）　　　　　　　　　２０１０年度申請予定）

–– 米国にて７月に米国にて７月にINDINDを提出を提出

Ｅ７０８０Ｅ７０８０（（VEGFVEGF受容体チロシンキナーゼ阻害剤、経口剤）　受容体チロシンキナーゼ阻害剤、経口剤）　

–– ２００４年にフェーズⅠを開始予定２００４年にフェーズⅠを開始予定

プラジエノライドプラジエノライド（新規抗がん活性天然物）（新規抗がん活性天然物）

–– ７月のアメリカがん学会で増殖抑制、腫瘍縮小効果を発表７月のアメリカがん学会で増殖抑制、腫瘍縮小効果を発表
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国内開発品の進展国内開発品の進展
Ｅ６０１０Ｅ６０１０（クリアクター（クリアクター®®、、血栓溶解剤）血栓溶解剤）

–– ５月急性肺塞栓適応を申請５月急性肺塞栓適応を申請

ＴＴ--６１４６１４（ケアラム（ケアラム®® 、関節リウマチ治療剤）、関節リウマチ治療剤）

–– 富山化学との共同開発富山化学との共同開発
–– 第２四半期申請予定第２四半期申請予定

ＫＥＳ５２４ＫＥＳ５２４（シブトラミン、肥満症治療剤）　（シブトラミン、肥満症治療剤）　

–– フェーズⅡにおいて体重減少効果を証明フェーズⅡにおいて体重減少効果を証明
–– ２００３年度中にフェーズⅢ開始予定２００３年度中にフェーズⅢ開始予定
–– ２００５年度申請予定２００５年度申請予定

Ｅ７０７０Ｅ７０７０（抗がん剤、フェーズⅠ）（抗がん剤、フェーズⅠ）

–– がん患者を対象としたフェーズⅠが進行中で、２００３年度中に終了予定がん患者を対象としたフェーズⅠが進行中で、２００３年度中に終了予定
–– フェーズⅡ試験の対象がん種を検討中フェーズⅡ試験の対象がん種を検討中
–– ２００６年度申請予定２００６年度申請予定

Ｄ２Ｅ７Ｄ２Ｅ７（アダリムマブ、関節リウマチ治療剤、フェーズⅠ）（アダリムマブ、関節リウマチ治療剤、フェーズⅠ）

–– 慢性関節リウマチを対象にフェーズⅠ試験が進行中慢性関節リウマチを対象にフェーズⅠ試験が進行中
–– ２００３年度中にフェーズⅡ開始予定２００３年度中にフェーズⅡ開始予定
–– ２００５年度申請予定２００５年度申請予定
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２００３年度の眼目２００３年度の眼目

１．日米における市場を上回る成長確保１．日米における市場を上回る成長確保

２．国内外における　　　　　　　　　　　　２．国内外における　　　　　　　　　　　　
　　　　重要開発テーマの着実な進行　　　　重要開発テーマの着実な進行

３．製造コスト、販管費低減の　　　　　３．製造コスト、販管費低減の　　　　　
　　　　継続的努力　　　　継続的努力

４．中国を中心とするアジア基盤構築４．中国を中心とするアジア基盤構築
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通期業績見通し通期業績見通し

116116

117117

105105

105105

107107

前年比前年比
（％）（％）

36.036.0配当（円）配当（円）

11.811.8ＲＯＥ（％）ＲＯＥ（％）

164.3164.3ＥＰＳ（円）ＥＰＳ（円）

480480当期利益当期利益

800800経常利益経常利益

800800営業利益営業利益

5,0005,000売上高売上高

20032003年年
見通し見通し
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